
【合同研修】

　  　

※上記内容は、研修実施時に変更されることがありますので、予めご了承ください。

・対応の心構えや、発言内容に関して言っていい事、ダメな事等具体的に学ぶ事ができた。

・実例を基にした演習を行うことにより実際の場面を想定でき、どのような対応が必要かを学ぶ事ができた。
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実 施 場 所 大分県自治人材育成センター

推 薦 期 限

対 象 者

－

職務能力向上研修

～住民対応の心構えを身につける～

　ビジネス能力の開発には人間が社会的存在であることの自覚と、人間としての自己の確立が不可欠である。教育研修においても
単に理論や技術を教えるのではなく、一人の社会人としてものごとをどのように見るかをともに考える事が大切である。
　この信念のもとに、話すことを中心としたコミュニケーション能力をビジネス能力の基本としてとらえ、各企業、官公庁、自治
体、団体などで研修、講演、調査、コンサルティングを行っている。

 令和 5 年 10 月 31 日（火）

・窓口対応全般で活用できる知識を得られた。今回の研修で得たことは再びクレームを受けた時に役立つと思う。

「住民の視点に立った行政」を認識し、クレームをご意見と受け止め、対応の心構えを身につけるとともに、クレーム処理の手順
やクレームに強い組織づくりについて学ぶ。

内 容

・実体験や実例をたくさん聞けて、参考になった。どこの自治体も似たようなクレームを受けていると安心した。

・他の自治体職員の方々の意見や体験談が聞けて良かった。

(１) クレーム対応の基礎知識及びその心構え
(２) ヒアリング技法や納得を引き出すための技法
(３) 困難なクレームへの対処法
(４) クレームに強い組織づくり

指 定 ホ テ ル
そ の 他
留 意 事 項

－

令和５年１２月１３日（水） 定 員 ４２名（市町村職員２４名　県職員１８名）

内訳表１経 費 内 訳《第 14 回》

実 施 年 月 日

（市町村）　採用２年目 ～ 係長等の職員

（県）　　　中堅・係長級キャリアアップ研修対象者で、受講を希望する職員
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